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Juntos!!同窓生と日本人有識者との意見交換会の記録 

Juntos!!プログラム（中南米地域対象）事業についての評価・活用 

 

１．目的・概要 

【目的】Juntos!! 中南米対日理解促進交流プログラム事業（以下、Juntos!!）で訪日経験を有する同

窓生と有識者とのネットワークの構築、本交流事業の評価、効果的な実施をするための提案や提言

を得ることを目的として、事業概要の確認、同窓生の参加経験の共有をしながら意見交換を行いま

した。 

 

【実施日】 2022 年 12 月 13 日（火曜日） 

 

【参加者】 

（同窓生）Juntos!! 中南米対日理解促進交流プログラムの同窓生 計 2 名 

※内訳：ホンジュラス（2018 年度参加 1名）、アルゼンチン（2021 年度参加 1 名） 

（有識者・専門分野） 

獨協大学国際教養学部言語文化学科 教授 浦部 浩之 氏（ラテンアメリカ研究） 

東京大学大学院総合文化研究科   教授 宮地 隆廣 氏（ラテンアメリカ研究） 

２．次第 

（1）開会 

（2）事業紹介（JICE 事務局） 

（3）同窓生からの発表              

（4）質疑応答                        

（5）有識者による意見交換・提言 

（6）閉会（外務省による挨拶） 

 

３．記録写真  

  

【事業紹介】 JICE による事業紹介の様子

（Juntos‼プラットフォームの可能性について） 

【発表】プログラム参加後、同窓生が新聞社へ

のコラムの寄稿について発表する様子 
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【発表】帰国後、日本の魅力の発信方法について

発表する様子 

【発表】同窓生が地方プログラムでの経験につい

て発表する様子 

  

【発表】同窓生がプログラム参加後に繋がった

様々なネットワークについて述べる様子 

【意見交換】有識者間の意見交換の様子 

  

【質疑応答】有識者からの質問に答える同窓生 【集合写真】 

 

４．同窓生の感想 

◆ ホンジュラス 社会人 

今日の会議は本当に素晴らしかったです。とても充実した時間を過ごし、よい経験になりまし

た。日本に大変興味があるので、今後もプログラムに参加したいと思っています。 

◆ アルゼンチン 学生 

日本への関心が高まりました。この会議は Juntos‼をより良いものにするために必要なものだと

思いました。今後もプログラムに関わっていきたいです。 

 

５．有識者からの提案・提言（抜粋） 

◼ プログラム実施内容について 

✓ 10 日間という短期間で日本を深く理解するのは難しい。日本のさまざまな魅力を知っても

らうために、参加者が日本で何を学びたいか訪日前に調査しておくと良い。 
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✓ 日本側がラテンアメリカ地域への関心を持っていることを示すことも重要であるため、派

遣事業の規模を拡大させるのはどうか。そして、この Juntos!!が継続して実施されること

で、ラテンアメリカ地域に認知されることが大切である。 

✓ 外交上の繋がりだけでなく、この事業のような人的交流が継続的に実施されることが重要

である。 

✓ 参加者の関心を寄せる世界共通課題（SDGs など）の下で、短時間で効率的に日本を理解

できるようなプログラムをつくる必要がある。 

 

◼ フォローアップについての提案 

✓ プログラム参加後に日本への関心が続くフォローアップ・プログラムがあるとより良くなると思う。

プログラム参加後も日本理解を深める機会や同窓会のような日本に関心ある人同士の交流や学

びがあると日本への興味関心が継続されより大きな影響力につながる。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


